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論文内容の要旨
本論文は、朝鮮における異人伝承の生成発展過拝ーの考察を同的としている。ここにいう「異人」とは、
文字通り常人とは異なった能力や性格、或いは運命を担った人物のことであり、彼らが主要な登場人物と
なる逸話・人物伝・史書などの文献資料を考察の対象とした。異人を取り上げる理由は、一'つには、朝鮮
古典世界において、他のジャンルに比べ、異人伝;取を記載した文献資料が豊寓であることから、その生成
発展過粍が考察しやすく、それを通じて朝鮮が置かれた政治・社会・文化的環境の特質を明らかにできる
こと。もう一つは、近代期において、朝鮮民族主義思想の京幹をなす存杭として再生する、檀省(全朝鮮
民族の始組神)神話の変容が、前代の朝鮮王朝(李朝〉後期から始まっており、その変容をもたらした、思
想・宗教的背景を理解するにあたっては、以人伝承の視点が梶めて有効だからである。
まず第一草ーでは、三国時代の始祖神話や英雄謹に見られる異人俊変容の事例を挙げ、本稿で考察の対象
となる異人像の変容とは如何なるものかを示している。
続く第二卒では、朝鮮王朝時代の著名な人物 (1817名)の伝を集成した nt{!朝人物考』から、異人と目
された人物を選び出し、その「体制内J的性格を指摘したが、それは記載される文献資料の性格(編纂意
図など)によって、異人像の形成に大きな制約があるからであることを論じている。
以下、異人伝暑の「語」ともいうべき叙述形式に着目し、第三章では稗官文学という士大夫の雑筆集、
第四章では、その稗宮文学から牛.み出された野談(朝鮮漢文で著された人物説話集)という叙述の形式の
特質に言及している。特に、後者においては、朝鮮実学派の思想、を反映した朴祉源の『許生伝』の形成過
程と、朝鮮道教史上、内丹修練を中心とした海東仙派の代表的人物である、北窓鄭唇および、その一族の
肖像を野談集から抽出し、異人伝承において、思想や宗教が果たした影響の大きさを確認した。
第五章では、シャーマニズムや風水信仰・道教思想といった、朝鮮において大きな影響力をふるうた民
間宗教と異人像の関連を扱っている。シャーマニズムについては、特にパンスと呼ばれる盲目のシャーマ
ンによる、実際に起きた宮廷における呪誼事件を中心に、そのうた態を解明した。風水信仰では、高麗から
朝鮮王朝への選都論議に見られるような陽宅風水から、墓地風水を中心とした隠宅風水へと変遷する一方
で、壬辰倭乱を契機に登場する「断脈説」の形成、および朝鮮王朝後期に盛んとなる|十勝地」のような
ユートピア思想、、また真人が出現して新たな世界が始まるという|後天閑閑説」を基軸にした『鄭鑑録』
(頂言書)の流布などについて論じている。道教思想は神仙説話の形式で数多くの異人説話を生み出したが、
特に「海東仙派lと呼ばれる修練道教を冒とするグループに注目し、その異人的特質を解明している。
第六章では、朝鮮最大の異人ともいうべき檀君像の変容について考察しているの檀君神話は;本来、 r:.:同
遣事J冒頭にあるように、天界から降ってきた天'市の子桓雄が、女性に変身した熊と交わって誕生したの
が檀君であるという、神獣交婚諦を某本とする。しかし、「党争」と呼ばれる苛烈な思想闘争を繰り広げて
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いた士大夫の手に成る私選の史書では、彼らの思想的な傾向を反映して檀君像に変谷が加えられる。すな
わち f三国遺事』所載の憧君像から、治世を実現した民族の始祖として立ち現れてくる。洪寓宗の『東国
歴代総目』がその例だが、洪寓宗こそは檀若を海東仙派の始祖として位置づけた『海東異蹟』の著者であ
り、ここにおいて、檀君像の変容において果たした朝鮮道教の役割が一層明らかなものとなる。そしてこ
の檀君像は開化期の歴史教科書にまで受け継がれ、近代朝鮮民族主義の基幹として作用するようになると
指摘している。
第七章では、著者・成立.年代ともに謎の多い神仙説話集『青鶴集』について考察している。『青鶴集』に
ついては、従来韓国の学界では、海東仙派の新たな系譜を記したものとするのが「定説」であった。しか
し、内付修練法に関する記述は皆無であり、代わりに遁甲奇門のような方術の駆使といった、古典小説の
手法を援用した部分が多いところから、『育鶴集』は海東仙派とは関連するものではなく、神仙的人物に仮
託して、憂国の情と世に容れられぬ欝憤を晴らそうとした、アウトロー的知識人の手に成るものと考える
べきだと結論している。
以上、本論文は朝鮮異人伝承に作用した思想や民間信仰、および諸々の時代背呈ーの詳細な検討を通じ、
異人伝承の生成発展に働いた、人物伝の「ベクトル」の読解を試みたものであり、今後なされるべき、朝
鮮人物伝の総合的研究の長礎となるものであ・る。
論文審査の結果の要旨
本論文は、朝鮮における与え人伝承の生成と変容過程の解明を目指している。ここでいうく異人>とは、
常人とは異なった能力、性格、体格、あるいは運命を背負った人物の謂いで、そのような人々の伝京一異
人謹の評価の変遷や時代思潮の影響による人物像の変容を通して、朝鮮の文化と社会の特質に迫ろうとし
ている。サブテーマとして、叙事形式としての朝鮮のく物語>の展開が伏流していることも指摘しておき
fこL、。
第一章<神話・英雄謹・僧伝等における異人像〉では、「二i国連事』や『二三国史記』等を主たる資料に仰
ぎつつ、始祖神や古代の英雄諜・僧伝における異人像が時代精神の影響を受けてL、かなる変容を遂げたか
が追跡される。本論火;の総説たるに相応しい力の滋った論述と云うる。
第二章く異人語の諸伺〉では、一転して比較的位階の低いく異人>が扱われる。高麗と朝鮮王朝時代に
分けられ、後者については、1)忠孝、 2)予知、 3)隠者・道家、 1)医術、 5)大力、 6)義侠という項目が立
てられて多様なく異人>達のプロフィールが摘かれる。著者は、本章に査場するく異人〉たちはく異人>
的要素は満たしているものの、いずれも比較的おとなしい、いわばく体制内的異人>の性格が強いと総括
し、その理由は『国朝人物考』のような、あくまで既成の価値観に従順だった±大夫層の手に成る資料に
もとづいたからだと述べている。有者の云うこのく体制内>という評価であるが、それらの人物が本来そ
うなのか、『国朝人物考』の作者の儲き方がそうなのか、説明がほしいところであった。また、そもそも
<隠者・道家>ゃく義侠>をく体制内的異人>として捉えうるかどうか、再考する余地があろう。
第三亭ーく稗官文学の系譜 --f情斎叢話』を中心lこーー>では、異人伝のく器>としての擬人体小説、伝、
稗官文学(雑筆集〉といった朝鮮の叙事形式の様々なジャンルの中から、特定の人物に関する逸話、伝承
に富む稗官文学の秀作『嫡斎叢話Jが取りあげられ、本書を通して稗官文学が朝鮮古典文学史に果たした
役割が考察される。作品『傭斎叢話』が作者の伝記と表裏一体になって記述されており、作者とその一族
のありょうが詳細に調べ上げられているが、難を云えば、作品を論じるのに何故作者の詳しい伝記が必更
なのかという説明がなされるべきで・はなかったか。
第四章く野談における異人傑>では、前章の稗官丈学を承けて同じくく器>としての野談が論じられる。
著者によれば野談とは、多i悌な叙事形式をもっ稗官文学:の中から、特に人物説話に関心を集中主せながら、
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物語の誕生を目指してく鮮化>したものだという c 木章は、三部繕成になっているが、どの部分も資料の
博捜が光っており、創見も少なくなく、とりわけ万能の天才から救済者へ変容したとする鄭弟の捉え方に
は説得力がある。
第五章<異人謹の背景としての民間信仰〉では、県人請の母胎としての民間信仰が論じられる。ここで
いう民間信仰とは、①ジャーマニズム、②風水思想、③道教、の三つを指す。①については、占ト・呪術
を行ったノfンスと呼ば‘れる盲僧が多彩な角度から論じられる。パンスの研究は韓・日両学界になくはないが、
著者はそれらを踏まえつつ朝鮮王朝時代におけるパンスの活動を生彩ある筆致で記述している。②の風水
は、朝鮮では本国以上に栄えた面があり、説話の豊かな水源にもなったが、著者はまず朝鮮風水思想、を概
観したあと、断脈説と十勝地説(ユートピア説)を朝鮮風水の特徴として論じている。③の道教は多くの
異人説話を生んだものの、シャーマニズムや風水信仰はそのような力を持ちえなかったと結論づけている
が、野談にしばしば登場する風水師のく異人>性をそれほど軽々に一蹴してよいのか若干疑問が残る。
第六業く檎君像の変容>は、第一章と相呼応するもので、著者のいう朝鮮最大の異人・始祖神櫨君が時
代の影響を被って大きく変容していく様子が丹念に跡づけられ、その変容を通して時代と社会が焔り出さ
れる。いったい、檀君については、韓・日両学会において論考が少なくはなく、論争も行われたが、それ
らはおおむね檀君の実在や檀君神話の成立時期を巡るものであった。著者は、そのような構君の真贋論争
から遠く離れ、檀君は〈朝鮮民族の自画像〉という全く新しい観点から、植君がL、かに語られ、いかに伝
承され、いかに変容していったのかを、 13世紀の『三国遣事』から近代の開化期に孟る長大なスパンの中
で追跡している。説得力に富む力強い論述になっている。
第七章く「青鶴集』の世界>では、『育鶴集Jという奇妙な素性を背負ったテクストが扱われる。本書は、
16世紀"'-'17世紀にかけて生きた組汝籍なる人物が親漢酔という仙人を師と仰いだ門生たちの言行を記した
ものであるが、原書や写本も伝わらず、油印本しか残されていない。従来、本書については韓凶の学界に
おいて海東仙派の新たな系譜づけをしたものという見解が一般的であったが、著者はそれに異を唱え、本
書はアウトロー的知識人が社会に対する不満を神仙的人物に仮託して吐露したもので、成立についても1920
年代に書かれた偽書ではなく、原『青鶴集』が存在したはずだとして、朝鮮異人伝の集大成として位置づ
ける。手法は実証的で十分首肯しうる結論で応る。
総括すれば、資料の博捜、広範な問題恵識といった点で本論文は大いに評価できる一方、論文の集約性
という点で多少の憾み無しとはしない。しかし本邦の朝鮮古典文学研究は不賑を極めており、著者はその
中にあって気を吐いている研究者の一人である。本研究が、韓・口両学界を活性化させ、更に次に構想さ
れている朝鮮人物伝研究の重大な礎石になることは疑いを容れない。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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